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は じ め に

長野原町教育委員会

文化財調査委員長 市村勝美

このほど、「浅間山周辺の植物標本写真目録」が作成されたことは、感慨深

いものがあります。

今回の写真目録は、昭和５２年頃町営浅間園の博物館事業の一環で浅間山周

辺で採集された植物を標本に整理し、活用を図ってきました。

平成５年６月には新たに浅間火山博物館が建てられ、旧展望台は閉鎖されま

した。

その後旧展望台の解体を機に保存されていた資料が見つかり、その一つが今

回の植物標本です。

この標本は、浅間山周辺の植物を全部網羅しているわけではありませんが、

今では貴重な植物もあり、標本にして保存されていたことはたいへん有意義な

ことです。

教育委員会では、標本を後世に残すべく写真目録にまとめることにしました。

写真目録の作成にあたって、町文化財調査委員の方々のご協力、また多くの

方々のご指導によりまとめることができました。心より感謝申し上げます。

最後に、この植物標本及び写真目録が多方面で活用されることを願って「は

じめに」の挨拶とさせていただきます。
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凡 例

１．昭和５２年頃旧町営浅間園の博物館事業の一環で、当時の二上館長の指導のもと職員

が採集し、押し花に整理され保存されていた物が見つかった。

その後町教育委員会に預けられ町の文化財調査委員と協議した結果、押し花の植物標

本を後世に残すため、写真目録の作成をすることになった。

２．写真目録の構成及び表記は以下のとおりである。

・標本及び花木の写真は、明暗等の修正をしたため若干実物と異なる場合がある。

・標本と一緒に実際の花木の写真も載せ、対比できる様にした。

・標本は科ごとに科名・植物名・採集年月・標本番号・頁を一覧表で示し、また採集

年月がわからない物は未記載とした。

・標本の花木の写真には花期・生育地・備考等内容を示した。生育地については場所の

特定はせず一般的な表記とした。

・参考に「植物の用語」・「葉のつきかた」を資料として掲載しておいた。

・標本の科の配列、和名は「長野原町の自然 長野原町」（1993）による。
・標本の同定には、「牧野新日本植物図鑑」をもとに特定したため、平成２６年度現

在では、その種の変種や品種と細かく分類されている物もあると思うが、採集当時の

ままの分類で作成しておいた。

３．写真目録の作成にあたり、以下の方々のご指導、ご協力をいただいた。ここに記して

感謝申しあげます。

・標本の整理作成は、市村敏氏（現長野原町副町長）が行った。

・「浅間高原の概要」と「浅間山周辺の植生分布」の記述は町文化財調査委員宮﨑敏夫

氏に協力していただいた。

・花木の写真提供は、町文化財調査委員宮﨑敏夫氏に協力していただいた。

・標本の写真撮影及び内容の記述については、町文化財調査委員の方々の協力をいただ

いた。

長野原町文化財調査委員の方々

市村 勝美（委員長） 小林 清（副委員長） 宮﨑 敏夫（委 員）

豊田 拓司（委 員） 加邊 敬子（委 員）
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浅間高原の概要

浅間山(2,568m)は群馬県と長野県の県境にそびえる日本を代表する活火山です。そして、

この山から西方に黒斑山(2,404m)、篭ノ登山(2,227m)、湯の丸山(2,101m)など 2,000m 級の

山々が続き浅間連峰を形つくっています。その山々の北側(群馬県側)には標高 1,000m 前

後の広大な高原が広がっており、上信越国立公園にも指定された豊かな自然の宝庫となっ

ています。一般的にこの一帯を「浅間高原」と呼んでいます。

気象的には、表日本、裏日本の海洋性気候と異なり、本州中央高原型気象域であり、夏

でも涼しく、日中と夜間の気温較差も大きく冬は-20 度位まで下がることがあります。ち

なみに、平成 6 年の鬼押し出し町営浅間園付近の観測記録では、年間平均気温は 7.6 ℃、

最高気温は 7 月の 30.4 ℃、最低気温は 1 月の-12.2 ℃の記録があります。雨量は年間 1,300
㎜位で、積雪は鬼押し出し付近で 50 ㎝位で多くは積もりません。浅間山北面から小浅間

方面は風の最も強い地域です。

地質的にはフォッサマグナ地帯に属すると考えられており、活火山の浅間山に接した新

生代第三紀末から第四紀の中頃にかけての火山地帯であり、広大な裸地が広がり六里ヶ原

などの裾野は火砕流、軽石などに被われています。

植物の分布は、その地域の地史的、地質的、気象的あるいは生物的などの環境要因によ

り影響を受けて成り立っています。特に気象条件はいちばんの限定要因となります。また、

一定地域内の植物分布の様子を植物相(フロラ)といいます。植物分布を区分したのが植物

区系です。

前川文夫博士は 1976 年「日本の植物区系」で日本の植物区系を 9 区域に分け(別図①)

その後須藤志成幸先生は「群馬の植物散歩」1982 年で群馬の植物区系(別図②)を作成さ

れました。それによりますと浅間高原は、日本海地域、フォッサマグナ地域に属し、それ

ぞれの区域を特徴づける植物を日本海要素、フォッサマグナ要素と言います。

この区分は、日本固有の特徴的な植物に基づいてのものであり、これらの地域にはこの 2
つの要素に属さない関東要素の植物、古いタイプの日本固有の植物、そはやき要素の植物、

北方などから渡来した植物、第三紀周北極植物の残存したもの、中国大陸やヒマラヤ北方

と関連した植物、南方系の植物、帰化植物などが多数分布しています。

この標本目録には、フォッサマグナ要素に属するとされる植物は、ニシキウツギ、トモ

エシオガマ、ヤマホタルブクロが、そはやき要素の植物は、ヒカゲツツジ、クワガタソウ

が、日本固有の植物は、カツラ、アズマギクが、北方などから渡来した植物は、ガンコウ

ラン、マイヅルソウが、中国大陸やヒマラヤ北方と関連した植物は、フタリシズカ、ウワ

バミソウ、アキノキリンソウ、チゴユリ、ウメバチソウが、帰化植物は、オオバコが採集

されています。また分布上貴重とされるカラフトイバラ、グンバイヅル、シャジクソウも

採集されています。

別図１ 別図２
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浅間山周辺の植生分布

 
植生とは、植物の集団(群落)がどのようにして、地表を被っているかということです。 
植生分布は主として気候要因によって決する。その中でも特に気温と雨量が限定要因とし

て働きます。 
浅間高原は、浅間山の活動のために、これらの植生もその影響をうけさまざまな変化を

みせてくれ、火山荒原からの植物群落の移り変わりが一目で観察できます。 
 

 
 
① 自然裸地 
② 火山崩壊地植生(コメススキ－オンタデ荒原) 
③ 亜高山針葉樹林帯(シラビソ林) 
④ 山地広葉樹林帯(ミズナラ林) 
⑤ クマイザサ草原 

⑥ カラマツ植林 
⑦ アカマツ林 
⑧ 溶岩台地植生 

1783 年(天明 3 年)の浅間山の大噴火のときに流れ出した鬼押し出し溶岩流の上です。噴火当時、噴出

したばかりの溶岩には、植物を育てる養分はありません。そこには、いろいろな植物の種や胞子が飛

んできます。そのうち最初に生育できるのはハナゴケなどの地衣類です。これらが生えたり枯れたり

して土を作りつぎに草や木を育てる準備をするのです。現在鬼押し出し溶岩は噴出して 230 年余り経

過しましたが、ようやく日なたを好むカラマツ、アカマツ、ヤシャブシなどが生えてきました。湿り

気のある岩陰には、高山性植物も生えています。一般には、標高 2400 メ－トル以上の高所でなければ

見られない植物なども見られます。 （浅間火山博物館資料より） 
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植物標本科別・植物名一覧表
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資料写真及び解説
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